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令
和
2
年
に
続
き
令
和
3
年
も
ま
た
、コ
ロ
ナ

に
始
ま
り
コ
ロ
ナ
に
暮
れ
た
一
年
で
し
た
。令
和

3
年
は
、コ
ロ
ナ
禍
だ
け
で
な
く
、気
候
変
動
に

伴
う
大
規
模
災
害
も
世
界
的
に
多
発
し
て
、こ

れ
ま
で
の
社
会
経
済
成
長
を
最
優
先
に
し
た
人

間
中
心
の
社
会
シ
ス
テ
ム
が
、「
地
球
の
限
界
」を

超
え
て
、地
球
と
そ
こ
に
生
き
る
全
て
の
生
命
体

に
対
す
る
脅
威
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。奇
し
く
も
、半
世
紀
以
上
前
に
地

球
温
暖
化
の
仕
組
み
を
予
測
さ
れ
た
眞
鍋
淑
郞

先
生
が
、ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
さ
れ
る
と

と
も
に
、英
国
グ
ラ
ス
ゴ
ー
に
お
い
て
国
連
気
候

変
動
枠
組
条
約
第
26
回
締
約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

26
）が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、こ
れ
ま
で
以
上
に「
プ

ラ
ネ
タ
リ
ー
ヘ
ル
ス
」へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
年
と

な
り
ま
し
た
。私
た
ち
大
学
を
含
む
国
際
機
関

や
各
国
政
府
、企
業
・
団
体
に
は
、「
プ
ラ
ネ
タ

リ
ー
ヘ
ル
ス
」の
実
現
に
向
け
て
、こ
れ
ま
で
の
社

会
シ
ス
テ
ム
を
変
革
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
令
和
4
年
4
月
か
ら
は
、全
て
の
国
立
大
学

法
人
が
第
4
期
中
期
目
標
･
中
期
計
画
期
間
と

い
う
新
た
な
6
年
間
の
ス
テ
ー
ジ
に
移
行
し
ま

す
。同
時
に
、令
和
4
年
は
S
D
G
ｓ
の
達
成
を

目
指
す
2
0
3
0
年
へ
の
折
り
返
し
の
年
で
も

あ
り
ま
す
。こ
の
未
来
へ
の
分
岐
点
と
も
い
え
る

節
目
の
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、第
3
期
に
お
け

る
S
D
G
ｓ
推
進
研
究
大
学
と
い
う
岡
山
大
学

ビ
ジ
ョ
ン
2
．0
を
発
展
さ
せ
て
、本
学
は
第
4
期

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
公
表
し
ま
し
た
。第
4
期
に
お
い

て
、本
学
は
そ
の
理
念
と
目
的
の
下
、「
プ
ラ
ネ
タ

リ
ー
ヘ
ル
ス
」の
実
現
に
向
か
っ
て
、岡
山
大
学
長

期
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
5
0「
地
域
と
地
球
の
未
来
を

共
創
し
、世
界
の
革
新
に
寄
与
す
る
研
究
大
学
」

並
び
に
、岡
山
大
学
ビ
ジ
ョ
ン
3
．0「
あ
り
た
い

未
来
を
共
に
育
み
、共
に
創
る
研
究
大
学
」を
掲

げ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
要
諦
は
、「
地
球
と
人
類
社
会
の
変
化
と

要
請
を
し
っ
か
り
踏
ま
え
た
教
育
研
究
を
加
速

し
、地
域
・
世
界
と
の
共
育
共
創
を
推
進
す
る
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。私
た
ち
は
、開
か
れ
た

「
知
の
府
」と
し
て
変
化
を
恐
れ
ず
、変
化
に
先

駆
け
、変
化
を
楽
し
む
、し
な
や
か
な
マ
イ
ン
ド

セ
ッ
ト
で
、地
域・世
界
の
皆
様
と
共
に
、共
育
共

創
と
分
野
横
断
の
先
端
研
究
を
加
速
し
、新
た

な
価
値
を
創
造
し
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。具
体
的
に
は
、ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク
ル
ー

ジ
ョ
ン
、脱
炭
素
社
会
及
びSociety

5
．0
と
い

わ
れ
る
超
ス
マ
ー
ト
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、国

立
総
合
大
学
と
し
て
教
育
研
究
を
一
体
的
に
改

革
し
て
、人
材
育
成
と
先
駆
的
な
ソ
リ
ュー
シ
ョ
ン

を
提
案
し
、持
続
可
能
社
会
に
お
け
る
新
た
な
価

値
を
地
域・世
界
と
共
有
す
る
こ
と
で
す
。

　
一
方
、第
4
期
に
は
10
の
指
定
国
立
大
学
が
確

定
し
、国
立
大
学
法
人
は
益
々
自
律
化
を
求
め

ら
れ
る
と
と
も
に
、第
3
類
型
に
残
っ
た
指
定
国

立
大
学
以
外
の
7
大
学
間
の
差
別
化
も
予
測
さ

れ
、本
学
は
、よ
り
真
剣
に
大
学
経
営・運
営
を
見

直
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。こ
の
第
4
期
の

厳
し
い
状
況
を
む
し
ろ
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、私
た

ち
が
第
3
期
に
S
D
G
ｓ
推
進
研
究
大
学
と
し

て
培
っ
て
き
た
本
学
の
特
色
と
強
み
を
十
分
に
生

か
し
て
、共
育
共
創
の
研
究
大
学
と
し
て
、学
生

や
地
域・世
界
に
信
頼
さ
れ
る
魅
力
的
な
大
学
に

成
長
し
、大
き
く
飛
躍
す
る
第
4
期
と
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
や
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン（
D
X
）の
推
進
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

（
C
N
）、脱
炭
素
社
会
の
実
現
へ
の
貢
献
は
、第

4
期
の
国
立
大
学
に
求
め
ら
れ
る
社
会
的
要
請

の
中
心
的
存
在
の
一
つ
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。そ
の
た
め
に
も
、私
た
ち
が
S
D
Gｓ
活
動

を
通
じ
て
培
っ
た「
お
か
や
ま
地
域
」並
び
に

S
D
G
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
信
頼
関
係
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
強
化
し
て
、多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
協
働
し
て
参
り
ま
す
。ま
た
、本
学
は
、令
和
3

年
12
月
20
日
に
、文
部
科
学
省
よ
り
全
国
で
11

拠
点
の「
橋
渡
し
研
究
支
援
機
関
」と
し
て
認
定

さ
れ
ま
し
た
。本
学
の
特
色
と
強
み
を
一
層
伸
ば

し
て
い
く
こ
の
素
晴
ら
し
い
機
会
を
活
用
し
て
参

り
ま
す
。

　
最
後
に
、第
4
期
に
本
学
が
成
長
し
大
き
く

飛
躍
す
る
た
め
に
は
、何
よ
り
、多
様
な
属
性・個

性
を
持
つ
一
人
一
人
の
構
成
員
が
、互
い
の
価
値

を
理
解
し
合
い
尊
重
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活

か
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
＆

イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
実
践
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。本
学
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
追
究
す
る

研
究
大
学
と
し
て
、新
た
な
価
値
を
創
造
し
誰
一

人
取
り
残
さ
な
い
共
生
社
会
の
実
現
に
寄
与
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

全学同窓会

岡山大学
Alumniに
寄せて

変
革
の
チ
ャ
ン
ス
に
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登録はこちらから

いつでもどこからでもお読みいただけます
掲載記事に関連する情報に
　　　　　　 アクセスしやすくなります
本件に関するご意見・お問合せはこちらからお願いします。 
https://www.cc.okayama-u.ac.jp/~dousou/alumni/inquiry/

https://www.cc.okayama-u.ac.jp/~dousou/alumni/member/

重要なお知らせ

Alumni会報の
デジタル化について
Alumni会報について、Vol.7まで冊子版と電子版を作成しておりましたが、

Vol.8より電子版のみの発行とすることとなりました。移行期間として、今まで冊子でお届けさせていただいた方へ、

2～3年程度を目途に、Alumni会報のダイジェスト版をお送りさせていただく予定です。

この度のデジタル化に伴い、より便利にお読みいただけるよう、

またAlumniの活動をより多くの皆様に知っていただけるよう、引き続き誌面の充実に努めてまいります。

A l um n i会員登録フォームができました
専用ページからご登録いただくことで、学部等の同窓会に所属されているAlumni会員の皆様だけでなく、

その他のAlumni会員の皆様にもAlumni事務局から直接情報をお届けします。マイページ機能などもお使いいただけます。

（学部等の同窓会に所属されている方も、以下の機能をお使いいただく場合は、Alumni会員登録フォームからの登録が必要です。）

岡山大学Alumni（全学同窓会）からのイベント案内など
新着情報が受け取れます。

マイページ機能により、登録情報の編集がいつでも行えます。

充実のセキュリティ機能で、
登録した個人情報はしっかり守られます。

登録者情報の検索や登録者間での交流が行えます。（希望者のみ、準備中）
登録者間の交流

充実のセキュリティ

マイページ機能

充実の機能
新着情報案内
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〈アラムナイ〉Alumniの事業紹介
支援事業紹介01 02 Alumni理事会 学都基金寄付状況等

Business Introduction

01Chapter

支
援
事
業
紹
介

新
型
コ
ロ
ナ
支
援
事
業

各
学
部
等
活
動
支
援
事
業

（
2
）就
職
活
動
支
援（
宿
泊
施
設
の
借
り
上
げ
）

　
都
市
部
で
就
職
活
動
を
行
う
岡
山
大
学
生

を
対
象
に
、
宿
泊
費
の
負
担
軽
減
を
目
的
と
し

て
、
令
和
2
年
6
月
中
旬
か
ら
7
月
に
か
け
て
、

東
京
・
大
阪
で
短
期
滞
在
用
の
宿
泊
施
設
の

借
り
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。東
京
で
は
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
に
男
女
各
1
室
、大
阪
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ

ル
の
1
室
を
無
料
で
提
供
し
ま
し
た
。約
1
か

月
半
の
間
で
東
京
と
大
阪
で
合
わ
せ
て
20
泊
以

上
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

　
岡
山
大
学
で
開
催
す
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

イ
と
岡
山
大
学
A
l
u
m
n
i
（
全
学
同
窓

会
）
は
密
接
な
連
携
を
図
り
、
A
l
u
m
n
i

で
は
後
方
支
援
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
A
l
u
m
n
i
で
は
、
岡
山
大
学
が
よ
り
一

層
の
交
流
の
輪
を
拡
充
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
学
部
等
で
実
施
す
る
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ

を
支
援
し
ま
し
た
。

（
1
）留
学
生
へ
の
緊
急
的
生
活
支
援

　
令
和
2
年
6
月
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
生
活
に
困
窮
す
る
等

厳
し
い
状
況
に
あ
る
留
学
生
に
対
し
、
岡
山
大

学
A
l
u
m
n
i
（
全
学
同
窓
会
）
か
ら
緊
急

生
活
支
援
を
行
い
ま
し
た
。岡
山
大
学
の
正
規

課
程
に
在
籍
す
る
外
国
人
留
学
生
約
6
0
0

人
を
対
象
に
、緊
急
の
生
活
支
援
金
と
し
て
、1

人
1
万
円
を
支
給
し
ま
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
支
援
事
業

　
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
支
援
に
は
、国
連
機
関

の
模
擬
会
議
に
参
加
す
る
た
め
の
支
援
事
業
で

あ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
自
己
啓
発
奨
励
金
事

業
」、
日
本
学
生
支
援
機
構
の
海
外
留
学
支
援

制
度
〜
ト
ビ
タ
テ
！
留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
日
本
代

表
プ
ロ
グ
ラ
ム
〜
の
面
接
と
壮
行
会
を
受
け
る

際
の
支
援
事
業
で
あ
る「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
活
動

支
援
事
業
」の
２
つ
の
事
業
が
あ
り
、
国
際
部
の

協
力
を
得
て
実
施
し
ま
し
た
。

就
職
活
動
支
援
事
業

　
岡
山
大
学
全
学
教
育
・
学
生
支
援
機
構 

学
生

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、同
セ
ン
タ
ー
が

主
催
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
へ
参
加
す
る
学
生
へ

の
就
職
活
動
の
支
援
、就
職
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス

（
キ
ャ
リ
ア
ナ
ビ
）の
管
理
料
等
の
支
援
を
行
い
ま

し
た
。

借り上げを行った宿泊施設

・
令
和
2
年
度
支
援
実
績 

2
件

                   

（
環
境
理
工
学
部
・
農
学
部
）

・
令
和
3
年
度
支
援
実
績 
2
件

                   

（
環
境
理
工
学
部
・
農
学
部
）

・
令
和
2
年
度
実
績
：
支
援
実
績
　
合
計
23
件

　
内
訳
　
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

　
　
　
　
自
己
啓
発
奨
励
金
事
業
：
3
件

　
　
　
　
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

　
　
　
　
活
動
支
援
事
業
：
20
件

・
令
和
3
年
度
実
績
：
支
援
実
績
　
0
件
　

　（
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、学
生
の
海
外
留
学

　 

や
大
会
参
加
が
行
え
な
か
っ
た
た
め
）

・
令
和
2
年
度
実
績
：
オ
カ
ダ
イ
キ
ャ
リ
ア
ナ
ビ

　（
学
生
就
職
支
援
サ
イ
ト
）サ
ー
バ
ー
利
用
料
、

　
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
キ
ャ
ン
パ
ス
ウ
ェ
ブ
利
用
料

・
令
和
3
年
度
実
績
：
オ
カ
ダ
イ
キ
ャ
リ
ア
ナ
ビ

　（
学
生
就
職
支
援
サ
イ
ト
）サ
ー
バ
ー
利
用
料

緊急支援金の支給手続きの様子
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学
生
課
外
活
動
支
援
事
業

Business Introduction

令和2年度第1回理事会の様子

　
岡
山
大
学
の
在
学
生
の
課
外
活
動
を
支
援

す
る
た
め
、
岡
山
大
学
学
務
部
学
生
支
援
課
が

津
島
・
鹿
田
校
友
会
各
サ
ー
ク
ル
と
調
整
し
た

物
品
の
購
入
費
用
等
に
つ
い
て
支
援
し
ま
し
た
。

令
和
2
年
度

第
1
回
理
事
会（
メ
ー
ル
会
議
）

　
令
和
2
年
5
月
19
日（
火
）〜
5
月
21
日（
木
）

に
メ
ー
ル
会
議
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
緊
急
学
生
支
援
事
業

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
2
年
度 

第
2
回
理
事
会

　
令
和
2
年
10
月
16
日（
金
）に
オ
ン
ラ
イ
ン
併

用
に
て
開
催
さ
れ
、
令
和
元
年
度
事
業
報
告
、

会
計
報
告
、
監
査
報
告
、
令
和
2
年
度
収
支
予

算
お
よ
び
令
和
3
年
度
事
業
計
画
等
の
審
議
を

行
い
、い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、
コ
ロ

令
和
3
年
度 

第
1
回
理
事
会

　
令
和
3
年
10
月
23
日（
土
）に
オ
ン
ラ
イ
ン
併

用
に
て
開
催
さ
れ
、
令
和
2
年
度
事
業
報
告
、

会
計
報
告
、
監
査
報
告
、
令
和
3
年
度
収
支
予

算
お
よ
び
令
和
4
年
度
事
業
計
画
等
の
審
議
を

行
い
、い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、昨
年

に
続
き
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
第
9
回
岡
山

大
学 

A
l
u
m
n
i（
全
学
同
窓
会
）総
会
は

対
面
で
の
開
催
を
中
止
す
る
こ
と
（
会
議
資
料

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）、A
l
u
m
n
i
活
動

の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
あ
た
り
、①
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
の
推
進
、②
A
l
u
m
n
i
に
よ
る
電

子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
収
集
、③
広
報
物
等
の
電

子
化
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
併
せ
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

・
令
和
2
年
度
実
績
：
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
、

　
ワ
イ
ヤ
レ
ス
マ
イ
ク
、集
会
用
テ
ン
ト

大
学
院
博
士
後
期
課
程

入
学
支
援
事
業

　
同
窓
生
の
学
び
直
し
の
機
会
を
与
え
る
と
と

も
に
、
高
度
な
学
術
知
識
を
持
っ
た
同
窓
生
を

送
り
出
し
、社
会
貢
献
に
寄
与
す
る
た
め
、岡
山

・
令
和
2
年
度
実
績（
４
研
究
科
）：
自
然
科
学

　
研
究
科
、保
健
学
研
究
科
、環
境
生
命
科
学

　
研
究
科
、ヘ
ル
ス
シ
ス
テ
ム
統
合
科
学
研
究
科

・
令
和
3
年
度
実
績（
４
研
究
科
）：
社
会
文
化

　
科
学
研
究
科
、自
然
科
学
研
究
科
、保
健
学

　
研
究
科
、ヘ
ル
ス
シ
ス
テ
ム
統
合
科
学
研
究
科

02Chapter

令
和
2
年
度・3
年
度 

岡
山
大
学

A
l
u
m
n
i（
全
学
同
窓
会
）理
事
会
を
開
催

区 分 件 数 金 額（円）

教職員（OB含む）

在学生（家族含む）

卒業生（家族含む）

企業・団体

その他

690

145

1,417

271

1,177

3,700

39,367,000

1,543,000

562,632,000

299,892,223

15,907,949

919,342,172合　計

【累計寄付実績（令和4年1月31日現在）】

岡
山
大
学
学
都
基
金

の
寄
付
状
況
等

岡山大学学都基金 検索

詳しくはホームページをご覧ください

ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、
第
8
回
岡
山
大
学 

A
l
u
m
n
i
（
全
学
同
窓
会
）
総
会
は
対
面

で
の
開
催
を
中
止
す
る
こ
と
（
会
議
資
料
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）、
会
報
の
発
行
見
送
り
、

A
l
u
m
n

i 

活
動
の
効

率
化
や
利
便

性
の
向
上
、
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
を

踏
ま
え
た
活

動
方
法
の
見

直
し
の
観
点
か

ら
、
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
進
す

る
こ
と
に
つ
い

て
併
せ
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

・
令
和
3
年
度
実
績
：
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
、

　
ス
テ
ー
ジ
ピ
ア
ノ
、グ
ラ
ウ
ン
ド
防
風
ネ
ッ
ト

大
学
卒
業
生
（
博
士
前
期
課
程
修
了
生
）
で
あ

る
社
会
人
が
岡
山
大
学
の
博
士
後
期
課
程
へ
入

学
す
る
際
の
入
学
金
の一
部
を
支
援
し
ま
し
た
。

岡
山
大
学
学
都
基
金
へ
の
ご
寄
付
は
、ご
寄

付
の
趣
旨
に
沿
っ
た
本
学
の
諸
活
動
を
支

え
る
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
本
学
に
お
け
る
学
生
支
援
、
教

育
・
研
究
活
動
、
国
際
交
流
及
び
社
会
貢

献
活
動
の
一
層
の
充
実
を
は
か
る
事
業
の

支
援
に
充
て
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

E-m
ail:kikin@

adm
.okayam

a-u.ac.jp
https://www.okayama-u.ac.jp/user/kouhou/kikin/

【
お
問
い
合
わ
せ
】

岡
山
大
学
学
都
基
金
事
務
局（
総
務
・
企
画
部
総
務
課
）

〒
7
0
0-

8
5
3
0 

岡
山
市
北
区
津
島
中一丁
目
1
番
1
号

T
E
L
／
0
8
6-

2
5
1-

7
0
0
9

電
話
受
付 

9
時
〜
17
時 （
土
･
日
･
祝
日
除
く
）
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岡
山
大
学

新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ルス
感
染
症
に
関
す
る
学
生
支
援

　
岡
山
大
学
で
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

本
部
を
設
置
し
て
様
々
な
感
染
拡
大
防
止
対

策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。令
和
2
年
4
月
末
の

学
生
へ
の
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
や
、同
5
月
に
実
施

し
た
学
長
と
学
生
と
の
リ
モ
ー
ト
で
の
懇
談
会

な
ど
を
通
し
て
、学
生
生
活
の
様
々
な
課
題
を

共
有
し
て
、学
生
の
皆
さ
ん
の
不
安
や
不
便
を
一

つ
ず
つ
で
も
解
消
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
て
お

り
ま
す
。

　
A
l
u
m
n
i（
全
学
同
窓
会
）か
ら
の
留

学
生
へ
の
緊
急
生
活
支
援
等
の
経
済
支
援
、学

生
相
談
室
に
お
け
る
I
C
T
活
用
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
相
談
の
充
実
や
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
と

連
携
し
た
心
身
に
関
す
る
健
康
相
談
な
ど
、困

窮
状
態
に
あ
る
学
生
へ
の
生
活
支
援
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。ま
た
、緊
急
に
支
援
を
必
要
と
す
る

学
生
に
対
し
、一
時
金
と
し
て「
緊
急
生
活
支
援

金
」の
給
付
を
し
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、既
存
の
支
援
の
拡
充
と
、学
生
同
士

の
自
主
的
な
活
動
へ
の
支
援
、学
内
ワ
ー
ク
ス
タ

デ
ィ
の
拡
充
、就
職
活
動
の
学
生
へ
の
支
援
の
新

た
な
支
援
を
含
め
た
学
生
生
活
支
援
パ
ッ
ケ
ー

ジ（
総
合
的
な
学
生
生
活
支
援
）を
策
定
し
、継

続
的
に
学
生
生
活
を
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

　
支
援
に
当
た
っ
て
は
、大
学
運
営
費
に
加
え

て
、大
学
へ
の
寄
付
制
度
で
あ
る「
学
都
基
金
」

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
支
援
事

業
を
設
置
し
、寄
付
を
募
る
こ
と
で
財
源
を
確

保
し
て
い
き
ま
す
。引
き
続
き
本
学
の
支
援
に
つ

い
て
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

NEWS
TOPICS

通
信

okadai 

学
生
生
活
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ

１ 

経
済
的
支
援

①
緊
急
生
活
支
援
金
の
創
設

　
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
の
減
少
等
に
よ
り
、生
活
が

困
窮
状
況
に
あ
る
学
生
に
1
人
3
万
円
を
給

付
。「
学
都
基
金
」に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
関
連
支
援
事
業
を
新
設
し
、学
内
外
に

緊
急
支
援（
寄
附
）を
行
っ
た
。

②
留
学
生
へ
の
緊
急
的
生
活
支
援

（
A
l
u
m
n
i（
全
学
同
窓
会
）か
ら
の
ご
支
援
）

　
A
l
u
m
n
i（
全
学
同
窓
会
）よ
り
、文
化

や
習
慣
が
異
な
る
環
境
で
生
活
を
送
る
外
国

人
留
学
生（
正
規
生
）に
対
し
て
、生
活
費
の

負
担
軽
減
の
た
め
一
人
1
万
円
を
支
給
。

③
留
学
の
中
断
や
中
止
等
に
よ
り
発
生
す
る

　
経
費
の
一
部
支
援

　
学
生
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
止
に
よ
り
発
生

し
た
キ
ャ
ン
セ
ル
料
の
一
部
を
補
填
し
た
。ま

た
、海
外
留
学
中
で
あ
っ
た
学
生
で
、３
月
の

大
学
か
ら
の
帰
国
勧
告
に
し
た
が
っ
て
帰
国

し
、ホ
テ
ル
等
で
2
週
間
の
待
機
を
行
っ
た
方

を
対
象
に
一
時
金
の
支
給
を
行
っ
た
。

２ 

学
生
の
主
体
的
活
動
等
へ
の
支
援

①
学
生
同
士
の
支
援
事
業（
学
生
が
大
学
周
辺

の
店
舗
と
協
力
し
、困
窮
し
て
い
る
学
生
に
食

事
を
提
供
す
る
活
動
を
支
援
な
ど
）

　「
学
都
基
金
」に
よ
り
対
応
。上
記
１
①
と
同

様
に
学
内
外
に
支
援
を
呼
び
か
け
。

②
学
内
で
教
育
研
究
支
援
業
務
等

（Teaching A
ssistant

、

R
esearch A

ssistant

等
）

に
従
事
す
る
学
生
へ
の
支
給

額
の
拡
充

　
既
存
予
算
を
大
幅
に
拡
充

し
、教
育
研
究
な
ど
学
内

業
務
の
支
援
に
従
事
し
た

学
生
に
対
す
る
支
援
を
拡

大
。

３ 

授
業
料
納
付
期
限
の
延
長

　
令
和
2
年
度（
前
期
分
）の

授
業
料
に
係
る
納
付
期
限

を
2
カ
月
延
長
。

４ 

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
受
講
へ

の
支
援

　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
受
講

環
境
が
準
備
で
き
な
い
学

生
に
対
し
、
P
C
や

W
i
-F
i
ル
ー
タ
を
無
償

貸
与
。

５ 

就
職
活
動
支
援

（
A
l
u
m
n
i（
全
学
同
窓

会
）か
ら
の
ご
支
援
）

　
A
l
u
m
n
i（
全
学
同
窓
会
）よ
り
、就
職

活
動
を
行
う
学
生
の
負
担
軽
減
の
た
め
、活

動
先
の
宿
泊
施
設
の
借
り
上
げ
を
行
う
。

６ 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
相
談
、学
生
生
活
相
談
の
充
実

　
I
C
T
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
の

充
実

　「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
流
行
期
に
こ
こ
ろ
の
健

康
を
保
つ
た
め
に（
学
生
向
）」の
周
知
に
よ

る
不
安
解
消
。学
生
相
談
室
と
保
健
管
理

セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
、心
身
の
健
康
相
談
に

対
応
。
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隈 

研
吾
氏 

監
修 

新
工
学
部
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る

「
共
育
共
創
コモ
ン
ズ
」を
建
設

岡
山
県
三
木
記
念
賞
受
賞
記
念
企
画

小
長
啓
一
氏
講
演
会
を
開
催

　
令
和
3
年
4
月
に
、こ
れ
ま
で
の
工
学
部
と

環
境
理
工
学
部
を
再
編・統
合
し
て
実
践
的
工

学
教
育
に
取
り
組
む
新
た
な
工
学
部
を
設
立
し

ま
し
た
。こ
の
新
た
な
工
学
部
の
設
立
を
記
念

し
、津
島
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
、地
域・企
業
の
皆
さ

ま
と
の
協
働
を
一
層
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
施
設『
共
育
共
創
コ
モ
ン
ズ
』を
建
設
し

ま
す
。こ
の「
共
育
共
創
コ
モ
ン
ズ
」は
、カ
ー
ボ
ン

ニュー
ト
ラ
ル・脱
炭
素
社
会
に
貢
献
す
る
、環
境

に
優
し
い
木
質
系
材
料
C
L
T 

（
C
r
o
s
s 

L
a
m
i
n
a
t
e
d 

T
i
m
b
e
r
）を
活

用
し
た
木
造
建
築
で
す
。世
界
的
な
建
築
家
で

あ
り
、令
和
2
年
4
月
よ
り
特
別
招
聘
教
授
に

ご
就
任
い
た
だ
い
て
い
る
隈
研
吾
先
生
に
、設
計

か
ら
施
工
監
理
ま
で
の
監
修
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。令
和
3
年
度
中
に
着
手
予
定
で
、令
和

4
年
11
月
の
完
成
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
建
物
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、地
域
の
産
業
活

性
化
の
た
め
の
新
た
な
交
流
と
共
創
の
場
で

す
。延
べ
床
面
積
約
8
1
0
㎡
の
木
造
2
階
建

て
で
、3
0
0
名
収
容
の
大
規
模
講
義
室
と
、

共
同
研
究
拠
点
と
し
て
の「
共
創
ラ
ボ
」機
能
を

重
点
的
に
設
計
し
て
い
ま
す
。工
学
部
の
新
し
い

学
び
の
場
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、最
新
の
デ
ジ

タ
ル
技
術
に
関
す
る
講
座
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

社
会
人
と
学
生
が
と
も
に
ア
イ
デ
ィ
ア
を
競
い
あ

う
ハッ
カ
ソ
ン
な
ど
の
開
催
を
は
じ
め
、オ
ー
プ
ン

な
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
機
密
性
の
高
い
共
同

研
究
ま
で
、幅
広
く
活
用
し
て
頂
け
ま
す
。

　
岡
山
大
学
は
、こ
の「
共
育
共
創
コ
モ
ン
ズ
」の

建
設
を
契
機
に
し
て
、ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
に

向
け
て
、「
あ
り
た
い
未
来
を
共
に
育
み
共
に
創

る
共
育
共
創
の
研
究
大
学
」を
目
指
し
て
参
り

ま
す
。

　
令
和
3
年
12
月
9
日
、本
学
の
特
別
名
誉
会

員
で
あ
り
、岡
山
大
学
A
l
u
m
n
i（
全
学

同
窓
会
）会
長
の
小
長
啓
一
氏（
元
通
商
産
業

事
務
次
官
）が
、岡
山
県
の
栄
誉
あ
る「
岡
山

県
三
木
記
念
賞
」受
賞
の
記
念
企
画
と
し
て
、

岡
山
大
学
法
学
会
の
後
援
に
よ
り
創
立
五
十

周
年
記
念
館
金
光
ホ
ー
ル
で
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止

対
策
の
下
、本
学
学
生
を
中
心
に
、学
内
関
係

者
な
ど
約
2
0
0
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

講
演
会
は
黒
神
直
純
法
学
部
長
の
司
会
に
よ
り

進
行
。冒
頭
に
槇
野
博
史
学
長
よ
り
、「
こ
の
度

の
受
賞
は
、岡
山
大
学
、岡
山
県
の
人
材
育
成
、

経
済
発
展
に
寄
与
し
た
様
々
な
社
会
活
動
が
評

価
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、常
に
岡
山
の
課
題
を

解
決
す
る
た
め
に
私
た
ち
を
し
っ
か
り
と
導
い
て

い
た
だ
い
て
い
る
」と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
小
長
氏
は「
高
い
志
を
持
っ
て
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

に
挑
戦
―
田
中
角
栄
通
商
産
業
大
臣
、総
理
大

臣
に
仕
え
て
―
」と
題
し
、田
中
角
栄
元
総
理

大
臣
秘
書
官
や
通
商
産
業
事
務
次
官
な
ど
を

歴
任
し
た
自
身
の
経
験
を
振
り
返
り
、こ
れ
か

ら
の
社
会
の

リ
ー
ダ
ー
候
補
と

な
る
本
学
学
生

へ
向
け
、
リ
ー

ダ
ー
に
求
め
ら
れ

る
資
質
や
心
構

え
を
説
か
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、会
場
に
集

ま
っ
た
多
く
の
後
輩
た

ち
に
ぜ
ひ
新
し
い
分
野

に
挑
戦
し
て
欲
し
い
と

激
励
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
は
、そ
れ
ぞ
れ

の
地
方
が
そ
の
特
色
を

活
か
し
な
が
ら
、「
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
は
地
方
か
ら

が
K
e
y
w
o
r
d
に

な
っ
て
い
く
」と
力
強
く

メッ
セ
ー
ジ
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、地
方
大
学
の
出
身
で
あ
り

な
が
ら
官
僚
と
し
て
登
り
つ
め
ら
れ
た
こ
と
に
関

し
て
、ご
自
分
は
何
が
勝
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る

の
か
と
い
う
学
生
か
ら
の
質
問
に
対
し
、「
大
事

な
こ
と
は
縁
を
大
切
に
し
て
そ
の
縁
を
広
げ
る

こ
と
。10
年
も
経
て
ば
世
の
中
は
変
化
し
て
い

く
。ど
こ
の
大
学
を
出
た
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、そ
の
時
点
時
点
に
お
い
て
、フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に

挑
戦
し
な
が
ら
新
し
い
ご
縁
を
得
て
い
く
こ
と

が
、自
分
の
成
長
に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
」と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
司
会
の
黒
神
法
学
部
長
が
、「
大
変
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
い
貴
重
な
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
感
謝
す
る
と
と
も
に
、一
歩
で
も
小
長
先
生

に
近
づ
け
る
よ
う
我
々
も
努
力
し
て
い
き
た
い
」と

謝
辞
を
述
べ
、講
演
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

■
監
修

隈
研
吾
氏（
岡
山
大
学
特
別
招
聘
教
授
）　

■
事
業
手
法

設
計・施
工一
括
方
式

■
建
物
概
要

木
造
２
階
建
て（
C
L
T
使
用
）、延
べ
床
面
積
　
約
８
１
０
㎡

１
階
　
企
業
と
の
共
同
研
究
室
、レ
ン
タ
ル
ラ
ボ
，セ
ミ
ナ
ー
室

２
階
　
講
義
室（
3
0
0
名
程
度
）



アクティブ岡大
◆平成9年9月
◆平成31年4月
◆令和2年10月
◆令和3年3月
◆令和3年10月

　
久
保
駿
貴
さ
ん
は
、岡
山
大
学
理
学
部
に
在

学
中
よ
り
、ノ
ー
コ
ー
ド
開
発
ツ
ー
ル
に
よ
る
ア
プ

リ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
開
発
に
よ
り
、社
会

で
期
待
に
応
え
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
開
拓
の
活
動

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
度
に
は
、現
地
ガ
イ
ド
と
訪
日
外

国
人
の
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス「
G
U
I
B
O（
ガ

イ
ボ
）」を
提
案
し
、学
生
起
業
家
の
登
竜
門
と

し
て
知
ら
れ
る「
2
0
1
9
年
キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ン

チ
ャ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
」に
お
い
て
、中
国
大
会
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
全
国
大
会
に
出
場
す
る
な

ど
成
果
を
あ
げ
ま
し
た
。そ
し
て
、本
賞
の
顕

彰
基
準
の
対
象
と
な
る
令
和
２
年
度
に
お
い
て

は
、目
覚
ま
し
い
活
動
の
成
果
へ
と
発
展
さ
せ
ま

し
た
。

　
久
保
さ
ん
は
、令
和
２
年
度
に
な
り
、新
た
な

展
開
と
し
て
、就
職
活
動
の
最
終
面
接
に
落
ち

た
学
生
を
企
業
間
で
推
薦
・
採
用
で
き
る
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム「
A
B
A
B
A
」を
提
案
し
ま

し
た
。こ
れ
は
、企
業
側
は
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
さ
れ

た
優
秀
な
学
生
を
確
保
で
き
、採
用
フ
ロ
ー
を

大
幅
に
カ
ッ
ト
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
ほ
か
、

学
生
に
と
っ
て
も
効
率
的
な
就
職
活
動
が
実
現

す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。そ
し
て
、株
式
会
社

A
B
A
B
A
を
起

業
し
、代
表
取
締

役
と
し
て
、こ
の

企
画
を
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
実
現
し
、

実
際
の
就
職
活
動

の
場
で
も
利
用
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
プ
ラ
ン

「
お
祈
り
メ
ー
ル
を

久
保 

駿
貴

在
学
生

株
式
会
社
A
B
A
B
A

　代
表
取
締
役

岡
山
大
学
理
学
部
地
球
科
学
科
卒
業

岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
在
学
中

K
U
B
O  

S
h
u
n
k
i

Active OKADAIBITO

Vol.12プロフィール

理
学
部
在
学
中
に

「
株
式
会
社
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
」を
起
業

誰
で
も
ア
イ
デ
ア
を
形
に
で
き
る

ノ
ー
コ
ー
ド
を
武
器
に

社
会
課
題
の
解
決
を
目
指
す

７ （全学同窓会）会報 vol.8岡山大学Alumni

他
社
へ
の
推
薦
に
変
え
る
」は
、数
多
く
の
受
賞

を
お
さ
め
る
と
と
も
に
非
常
に
高
く
評
価
さ
れ
、

優
れ
た
起
業
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、岡
山
大
学
の
学
内
に
お
い
て
も
、

S
D
G
s
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
を
務
め
、

「
A
B
A
B
A
」の
実
績
を
岡
山
大
学
の
中
で

も
展
開
し
、ノ
ー
コ
ー
ド
開
発
に
よ
る
大
学
公
認

の
情
報
発
信
ア
プ
リ
『
岡
大
メ
デ
ィ
ア

（
O
T
D
）』を
開
発
し
公
開
し
ま
し
た
。こ
の
ア

プ
リ
で
は
、岡
山
大
学
の
ニュ
ー
ス
、部
活
＆
サ
ー

ク
ル
情
報
、ゼ
ミ
＆
研
究
室
情
報
、大
学
街
の
飲

食
店
情
報
に
至
る
ま
で
、岡
大
の
旬
な
情
報
を

岡
大
生
が
学
生
目
線
で
発
信
す
る
も
の
で
、現

役
岡
大
生
の
交
流
の
場
と
し
て
、ま
た
入
学
希

望
者
に
向
け
た
魅
力
発
信
の
場
と
し
て
活
用
す

る
こ
と
で
、岡
山
大
学
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
高

め
る
こ
と
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　
久
保
さ
ん
の
数
々
の
活
躍
は
、岡
山
大
学
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
高
め
る
と
と
も
に
、今
後
の

岡
山
大
学
の
教
育
・
研
究
に
も
大
い
に
刺
激
と

な
っ
て
い
ま
す
。

「岡山イノベーションコンテスト2020」グランプリ
「2020 キャンパスベンチャーグランプリ」中国大会 最優秀賞
「第17 回キャンパスベンチャーグランプリ全国大会」経済産業大臣賞
「第5回 価値デザインコンテスト」SDGs日本賞
「金の卵発掘プロジェクト2021」審査員特別賞

兵庫県出身
岡山大学理学部地球科学科 第3年次編入学
株式会社ABABA を起業
岡山大学理学部地球科学科 卒業
岡山大学大学院社会文化科学研究科 在学中

受賞歴
◆令和2年11月
◆令和3年1月
◆令和3年1月
◆令和3年7月
◆令和4年1月



※掲載希望のあった同窓会のみ掲載しています。

学部
等同窓会
からの

お知らせ

８ （全学同窓会）会報 vol.8岡山大学Alumni

岡
山
大
学
助
産
師
同
窓
会

岡

山
大
学
助
産
師
同
窓
会
は
、１
，０

０
０
人
を
超
え
る
会
員
数
と
な
り

ま
し
た
。平
成
24
年
か
ら
大
学
院

修
士
課
程
で
助
産
師
教
育
を
行
っ
て
お
り
、

教
育
学
部
同
窓
会

育
学
部
同
窓
会
は
、会
報
や
会
員

名
簿
を
発
行
し
て
同
窓
会
員
の
つ

な
が
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

毎
年
５
月
に
は
総
会
を
開
催
し
、充
実
し
た
情

報
交
換
も
行
っ
て
い
ま
す
。残
念
な
が
ら
こ
こ
２

年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策

で
総
会
の
開
催
は
見
送
っ
て
い
ま
す
が
、令
和
３

年
11
月
、感
染
が
落
ち
着
い
た
時
期
に
総
会
行

事
の
一
つ
で
あ
る
講
演
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、教
師
を
目
指
す
在
学
生
へ
の
支
援
活

動
も
進
め
て
い
ま
す
。特
に
教
育
学
部
と
共
催
で

進
め
て
い
る「
教
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」で
は
、教
育
行

政
の
方
や
学
校
現
場
で
働
く
先
輩
を
お
招
き
し

て
、教
職
の
魅
力
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、

採
用
試
験
を
受
験
し
た
先
輩
学
生
に
体
験
談
を

話
し
て
い
た
だ
い
た
り
し
て
お
り
、在
学
生
に
好

評
を
得
て
い
ま
す
。他
に
も「
学
業
優
秀
表
彰
」

や
環
境
整
備
な
ど
の
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

●
令
和
４
年
度
総
会
・
講
演
会

令
和
４
年
５
月
７
日（
土
）10
時
〜

（
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び
）

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

教

岡
山
大
学
医
学
部
保
健
学
科

放
射
線
技
術
科
学
専
攻

同
窓
会

健
学
科
放
射
線
技
術
科
学
専
攻
同

窓
会「
ほ
お
ゆ
う
」は
、２
年
ご
と
に

総
会
と
懇
親
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。令
和
4
年
１
月
現
在
、世
界
的
に
流
行
し
て

い
る
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
拡
大
が
未
だ
収
束
を
し

て
い
な
い
状
況
の
中
、令
和
2
年
に
宇
野
弘
文
新

会
長
就
任
以
降
、総
会
の
会
期
を
延
期
し
な
が

ら
活
動
再
開
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
の
が
現
状

で
す
。し
か
し「
ほ
お
ゆ
う
」は
、昨
今
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
の
急
速
な
発
達
を
契
機
に
、新
し
い

同
窓
会
の
あ
り
方
を
実
践
し
て
い
く
チ
ャ
ン
ス
と

と
ら
え
、執
行
部
一
同「
ほ
お
ゆ
う
」を
通
じ
て
人

の
つ
な
が
り
を
継
続
し
て
い
き
な
が
ら
、喜
び
を

分
か
ち
合
え
る
温
か
い「
ほ
お
ゆ
う
」を
目
指
し
、

本
年
も
活
動
し
て
参
り
ま
す
。国
連
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
S
D
G
s
同
様
、持
続
可
能
な
同

窓
会
で
あ
り
た
い
と
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

【
ほ
お
ゆ
う
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://www.cc.okayama-u.ac.jp/dousou/alumni/

保

法
文
経
学
部
同
窓
会

和
２
・
３
年
度
、本
同
窓
会（
以
下

「
本
会
」と
い
う
）は
、他
学
部
同
窓

会
と
同
様
、新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
、ほ

と
ん
ど
活
動
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。岡
山
総
会
・

各
支
部
総
会（
東
京
外
10
支
部
）は
、す
べ
て
中

止
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、約
17
年
間
会
長
を
つ
と
め
ら
れ
た
陶

浪
保
夫
氏（
Ｓ
30
卒
・
第
３
期
）が
、令
和
３
年
４

月
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。長
年
に
お
よ
ぶ
本
会
へ
の

ご
尽
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。後
任
会
長
に
は
、

秋
山
義
信
氏（
Ｓ
51
卒
・
第
24
期
）が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
令
和
４
年
１
月
31
日
、本
会
の
同
窓
会
名
簿

を
発
行
し
ま
し
た
。多
数
の
会
員
に
ご
購
入
い
た

だ
き
、情
報
交
換
、交
流
な
ど
に
是
非
と
も
役
立

て
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

令

　
い
ず
れ
に
し
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
な
け

れ
ば
、従
前
の
活
動
は
困
難
で
す
。令
和
４
年
度

の
岡
山
総
会（
７
月
１
日
を
予
定
）お
よ
び
各
支

部
総
会
の
日
程
等
に
つ
い
て
は
、５
月
末
に
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。

航空写真パネル贈呈式（3月23日 工学部玄関）

工
学
部
同
窓
会

令
和
３
年
４
月
に
工
学
部
と
環
境
理

工
学
部
が
統
合
さ
れ
、新
生「
工
学

部
」が
誕
生
し
ま
し
た
。そ
れ
に
伴
い
、

両
学
部
の
同
窓
会
も
統
合
し
、「
工
学
部
同
窓

会
」と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
同
窓
会
の
活
動
は
、①
各
系
・コ
ー
ス
同
窓
会

に
よ
る
学
生
と
卒
業
生
の
交
流
活
動
、②
岡
山

大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
で
の
工
学
部
同
窓
会

報
告
会
・
懇
親
会
の
開
催
、③
関
東
・
関
西
・
岡
山

支
部
の
活
動
支
援
、④
会
報
発
行
や
名
簿
管
理

等
で
す
。

　
令
和
３
年
３
月
23
日
に
新
生「
工
学
部
」誕
生

を
祝
し
て
、工
学
部
同
窓
会
よ
り
工
学
部
全
景

の
航
空
写
真
パ
ネ
ル
を
贈
呈
し
ま
し
た
。



山
大
学
国
際
同
窓
会
は
平
成
23
年

に
発
足
し
、現
在
世
界
に
55
支
部

（
通
信
拠
点
を
含
む
）が
設
立
さ
れ

て
い
ま
す
。令
和
3
年
に
は
設
立
10
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
皆

さ
ま
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
10
月
に
は
国
際
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
今
後
の
Y
o
u
n
g 

A
l
u
m
n
i
の
獲
得
に
向
け
S
N
S
を
用
い

た
広
報
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
12
月
に
は
第
11
回
国
際
同
窓
会
総
会
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
。多
く
の
同
窓
生
の
皆

さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、10
周
年
の
歩
み
を
共

に
振
り
返
り
ま
し
た
。ま
た
、総
会
に
先
立
ち
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

同
窓
生
と
現
役
の
留
学
生
を
繋
ぐ
情
報
交
換

会
を
行
い
、参
加
し
た
約
90
名
か
ら
今
後
の
活
動

に
つ
い
て
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
同
窓
生
と
本
学
を
繋
ぎ
、母
校
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。引

き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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環
境
理
工
学
部
同
窓
会

境
理
工
学
部
同
窓
会
は
、学
部
４

学
科
の
同
窓
会
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。発
足
よ
り
こ
れ
ま
で
卒
業

生
に
記
念
品
を
贈
呈
し
て
き
ま
し
た
。こ
こ
で
は

令
和
３
年
に
開
催
さ
れ
た
各
学
科
同
窓
会
イ
ベ

ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　
１
月
に
は
、環
境
管
理
工
学
科
同
窓
会（
岡
山

大
学
拓
水
会
）が
定
例
総
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
10
月
に
は
、環
境
物
質
工
学
科
が
大
学
院
を

修
了
し
た
卒
業
生
に
よ
る
講
演
会
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
行
い
ま
し
た
。

　
12
月
に
は
、環
境
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
同
窓
会

（
岡
山
大
学
環
会
）が
会
員
名
簿
を
発
行
し
ま
し

た
。環
境
管
理
工
学
科
は
、環
境
管
理
工
学
科

同
窓
会（
岡
山
大
学
拓
水
会
）と
共
催
で
、岡
山

大
学
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
企
画
環
境
管
理
工

学
科
進
路
説
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
し
ま
し
た
。ま
た
、同
窓
会
誌「
拓
水
会
誌
」を

発
行
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、卒
業
生
の
皆
様
方
の
一
層
の

ご
協
力
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 環

歯
学
部
同
窓
会

歯

国
際
同
窓
会

岡

薬
友
会（
薬
学
部
同
窓
会
）

山
大
学
薬
友
会
は
、本
学
薬
学
部

の
同
窓
会
組
織
で
、卒
業
生
、在
学

生
、教
職
員
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

 

５
年
に
１
度
の
会
員
名
簿
発
行
に
加
え（
本
年

末
の
発
刊
予
定
）、年
１
回
会
報
を
発
行
し
、会

員
情
報
の
共
有
、薬
学
部
の
近
況
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

　
交
流
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
等

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、こ
の
２
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
も
あ
っ
て
開
催
を
見
送
っ

て
き
ま
し
た
。

　
今
年
に
は
状
況
が
改
善
し
、ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
イ
で
の
同
窓
生
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
合
わ
せ
て
開

催
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

岡

早
11
期
生
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。各
学
年
に
10

名
ず
つ
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
か
ら
、助
産
師
教
育
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

改
正
が
あ
り
、助
産
師
と
し
て
の
実
践
力
の
向

上
に
加
え
、地
域
と
の
つ
な
が
り
の
重
要
性
が
再

認
識
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
た
め
、こ
れ
ま
で
の
助

産
学
実
習
の
内
容
を
見
直
し
、変
更
す
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
際
に
、す
で
に
地
域
や
あ

ら
ゆ
る
分
野
で
、根
強
く
活
動
さ
れ
て
い
る
諸
先

輩
方
の
ご
助
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

諸
先
輩
方
の
ご
活
躍
が
あ
っ
て
こ
そ
、円
滑
に
実

習
展
開
の
変
更
が
で
き
、さ
ら
に
、今
後
の
助
産

師
と
し
て
の
活
動
を
支
え
る
貴
重
な
学
び
の
場

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　
令
和
5
年
に
は
、定
時
総
会（
５
年
ご
と
の
開

催
）を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。詳
細
は
決
ま
り
次

第
、お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

農
学
部
同
窓
会

学
部
同
窓
会
は
農
学
部
に
入
学
し

た
現
役
学
生
か
ら
正
会
員
と
な
り
、

学
内
支
部
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。今
回
は
こ
の
学
内
支
部（
学
生
会
）の
活

動
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。こ
の
２
年
間
、

春
と
秋
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、農
学
部
収
穫
祭
や
秋

の
銀
杏
清
掃
な
ど
は
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
た
め
、

実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

新
入
生
歓
迎
会
、農
学
部
フ
ェ
ア
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

製
作
に
よ
る
研
究
室
紹
介
、農
学
部
同
窓
会
か

ら
ご
寄
付
頂
き
ま
し
た
農
学
部
周
辺
の
ベ
ン
チ

農

学
部
同
窓
会
の
正
会
員
数
は
、令

和
４
年
１
月
現
在
、２
，１
５
７
名
で
、

卒
業
生
は
全
国
各
地
で
歯
科
医
療
、

行
政
、研
究
、教
育
な
ど
の
場
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。同
窓
会
本
部
の
み
な
ら
ず
岡
山
県
支
部
、兵

庫
県
支
部
、大
阪
府
支
部
、奈
良
県
支
部
、京
都

府
支
部
、北
海
道
支
部
、関
東
地
区
支
部
、東
北

地
区
支
部
、東
海
地
区
支
部
、愛
知
県
支
部
、近

畿
地
区
支
部
、和
歌
山
県
支
部
、広
島
県
支
部
、

島
根
県
支
部
、香
川
県
支
部
、愛
媛
県
支
部
、徳

島
県
支
部
、鹿
児
島
県
支
部
、九
州
・
沖
縄
地
区

支
部
、大
学
支
部
が
設
立
さ
れ
、各
地
区
で
充
実

し
た
活
動
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。毎
年
７
月
に
は
、

年
に
1
度
、同
窓
会
本
部
、支
部
・
地
区
支
部
な

ら
び
に
代
議
員
会
の
役
員
が
w
e
b
を
使
っ
て

集
ま
り
、同
窓
会
役
員
連
絡
協
議
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。令
和
４
年
は
７
月
９
日（
土
）に
役
員
連

絡
協
議
会
を
、ま
た
、翌
日
の
７
月
１０
日（
日
）に

は
総
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。ど
う
ぞ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。今
後
と
も
本
会
の
運
営
に
対
す
る

ご
理
解
と
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。



10 （全学同窓会）会報 vol.8岡山大学Alumni

昭和33年ナイチンゲール誓詞

山
大
学
看
護
同
窓
会
：
と
き
わ
会

は
令
和
３
年
に
１
０
０
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。

　
大
正
10
年
に
岡
山
医
科
大
学
附
属
医
院
産

婆
看
護
婦
養
成
科
の
開
設
さ
れ
た
こ
と
を
元
年

と
い
た
し
ま
す
。１
０
０
年
と
い
う
道
の
り
も
、目

の
前
の
一
歩
一
歩
を
実
直
に
歩
み
続
け
て
き
た
か

ら
こ
そ
の
今
日
で
す
。歴
史
上
訪
れ
る
何
度
目
か

の
災
害
、そ
の
中
に
あ
っ
て
、看
護
は
い
つ
の
時
代

に
も
ど
ん
な
状
況
に
も
求
め
ら
れ
つ
づ
け
て
い
ま

す
。そ
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、多
く
の
偉
大
先

輩
方
の
お
導
き
と
、若
い
世
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

糧
と
し
な
が
ら
、と
も
に
歩
み
続
け
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
特
設
サ
イ
ト
を
設
け
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

http://tokiw
akai.net/100th/

と
き
わ
会（
看
護
同
窓
会
）

岡

創
立
五
十
周
年
記
念
館

寄
附
金
執
行
状
況
の
報
告

平成16年度

平成17年度
平成18年度
平成19年度
平成20年度
平成21年度
平成22年度
平成23年度
平成24年度
平成25年度
平成26年度
平成27年度
平成28年度
平成29年度
平成30年度
令和元年度
令和2年度

42,387,575
40,551,533
38,726,800
36,884,708
36,727,371
36,727,371
34,249,371
34,249,371
33,392,571
21,091,769
20,458,591
20,458,591
20,458,591
20,458,591
20,458,591
20,458,591

1,836,042
1,824,733
1,842,092
157,337

0
2,478,000

0
856,800

12,300,802
633,178

0
0
0
0
0

2,989,800

40,551,533
38,726,800
36,884,708
36,727,371
36,727,371
34,249,371
34,249,371
33,392,571
21,091,769
20,458,591
20,458,591
20,458,591
20,458,591
20,458,591
20,458,591
17,468,791

人件費
人件費
人件費
人件費
　

空調設備改修
　

空調機保守点検 他
映像デジタル化設備 他
消防用設備保全業務 他

音響・映像設備更新

47,580,000 5,192,425 42,387,575 光熱水料等（3,384,132）
人件費（1,808,293）

年　度 寄附繰越額 執行額 執行残額 執行内訳

（令和2年度末現在　単位：円）

鶴
翔
会（
岡
山
医
学
同
窓
会
）

鶴

翔
会
は
、医
学
部
医
学
科
卒
業
生
、

大
学
院
修
了
生
及
び
在
学
生
並
び

に
医
学
部
及
び
病
院
の
医
局
員
、

教
職
員
を
会
員
と
す
る
岡
山
医
学
同
窓
会
と
し

て
設
立
さ
れ
、医
学
部
・
病
院
と
共
に
歩
を
進
め
、

多
く
の
会
員
が
医
学
、医
療
の
各
分
野
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。

【
医
学
部
創
立
百
五
十
周
年
記
念
式
典
】

　
令
和
３
年
11
月
３
日（
火
）医
学
部
創
立
百
五

十
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。同

窓
生
の
皆
様
の
多
大
な
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

【
令
和
４
年
度
鶴
翔
会
総
会
】

日
時
／
令
和
４
年
６
月
４
日（
土
）

場
所
／
未
定

連
絡
先
／
鶴
翔
会
事
務
局

T
E
L
／
０
８
６
-２
３
５
-７
０
６
０

※
詳
細
は
鶴
翔
会
会
報
を
ご
覧
下
さ
い
。

【
支
部
活
動
】

　
各
支
部
で
は
、支
部
総
会
を
開
催
し
会
員
の

研
鑽
と
親
睦
を
図
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、お
近
く
の
各
支
部（
鶴
翔
会
H
P

http://www.okayam
a-u.ac.jp/user/m

dosokai/

に
掲
載
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

の
ペ
ン
キ
塗
り
な
ど
、感
染
状
況
を
睨
み
な
が
ら
、

感
染
防
止
対
策
を
十
分
に
講
じ
た
上
で
で
き
る

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
学
生
生
活

の
一
部
は
農
学
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　
来
年
は
同
窓
会
会
員
名
簿
の
作
成
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。会
員
同
士
の
交
流
を
深
め
、会
の

発
展
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
度
と
も
、同
窓
会
を
さ
ら
に
充
実
発
展
さ

れ
ら
れ
ま
す
よ
う
、会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



会費納入のお願い

〒700-8530　岡山市北区津島中一丁目１番１号（岡山大学総務・企画部総務課内）　　TEL: 086-251-7019  FAX: 086-251-7294

発行 ： 岡山大学Alumni（全学同窓会）事務局

住所変更等について

※すでに納入いただいた方は、あらためて納入いただく必要はございません。振込口座などの詳細はＨＰを御覧下さい
https://www.cc.okayama-u.ac.jp/~dousou/alumni/dues/

10,000終身会費 ： 円

ou-alumni@adm.okayama-u.ac.jp

https://www.cc.okayama-u.ac.jp/~dousou/alumni/URL

E-mail

お問い合わせはこちらまで

郵便局に備え付けの「払込取扱票（青）」にて、
下記の記載事項をご記入の上、郵便局・ゆうちょ銀行の
窓口またはATMよりお振込みをお願いします。

岡山大学Alumni（全学同窓会）は、岡山大学の同窓生、在学生、教職員、教職員OBの皆様からの
会費を財源として、各種支援・交流創出・運営等の事業を実施しています。
Alumniの活動をご理解いただき、ぜひ会費の納入をお願いいたします。

［氏名（新・旧）、住所等連絡先（新・旧）、卒業学部、卒業年度］

会報を皆様のお手元に確実にお届けするために、お名前・ご住所等を
変更された場合は、Alumni事務局までご連絡ください。ご連絡いただい
た情報は、皆様の所属学部等同窓会にも連絡させていただき、厳重に
管理いたします。

Alumni会員の皆様へ
「岡山大学Alumni（全学同窓会）会報 Vol.8」から、電子版のみの発行となりました。

なお、過去に発行した「Alumni会報」や「アラムナイだより」は、岡山大学Alumni（全学同窓会）のHPに掲載しています。ぜひご覧ください。

リサイクル募金とは

岡山大学リサイクル募金 読み終えた本やDVD等で岡山大学をご支援ください
皆さまから読み終えた本やDVD等をご提供いただき、その査定換金額を岡山大学学都基金に寄付する取り組みです。 
皆さまからの寄付金は、学生支援や教育・研究活動、国際交流活動等の推進に役立てられます。

リサイクル募金の流れ

申込受付から査定・報告、および送金は「リサイクル募金きしゃぽん」（運営：嵯峨野株式会社）が担当します。リサイクル募金１回のご参加につき、きしゃぽんからも100円が寄付されます。

査定額にきしゃぽんからも１件につき
100円が寄付されます。

お名前を添え、岡山大学へ送金されます。

岡山大学リサイクル募金

運営協賛：リサイクル募金きしゃぽん（嵯峨野株式会社）埼玉県公安委員会 古物商許可証 第 431100028608号

kishapon.com/okayama-u/

E-mail : 　　 URL: https://www.cc.okayama-u.ac.jp/~dousou/alumni/ou-alumni@adm.okayama-u.ac.jp


